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奥能登豪雨により農地へ流入した土砂の理化学性  

 
１  背景・目的  

令和 6 年 9 月に発生した奥能登豪雨災害により、奥能登地域の広

範囲で河川から土砂が農地に流入した。営農再開につなげるためには、

流入土砂の理化学性を把握 し、対策を講ずる必要がある。  

そこで、輪島市 、珠洲市 、能登町の河川 16 水系について、上流 、中

流 、下流域の被害水田約 50 地点の流入土砂 と作土をそれぞれ採取 ・

分析 し、理化学性のデータを土壌改良や施肥管理に活用する。   

 

２  技術のポイント  

( 1 )  流入土砂の可給態窒素 ※ 1 は、目標値 ※ 2 ( 10 以上 ） を上回っている

ものの、作土より低い傾向であり、特に輪島市で差が大きい（ 図 1） 。  

水稲作付時の窒素施肥量は、流入土砂 と作土 との可給態窒素の

差が大きい場合は、堆積厚を考慮して基肥を 10～ 20％加減する。  

( 2 )  流入土砂の可給態 リン酸は、目標値 ※ 2（ 10 以上 ） より低 く、さらに

全地域で作土よりも低い傾向である（ 図 2） 。  

可給態 リン酸 を補給するためには、堆積厚を考慮し、土壌改良時  

もしくは基肥施用時に、熔 りんなどのリン酸資材を施用する。  
※１  土 壌 に含 まれる有 機 物 が、栽 培 期 間 中 に無 機 化 されて発 生 する、作 物 が利 用 可 能 な窒 素  

※２  農業技術対策指導指針の目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  成果の活用と留意点  

( 1 )  被害水田の土壌改良を行 う場合は、がれきや流木の撤去 と、入排

水管理が可能な状況を確認した上で実施する。  

( 2 )  流入土砂 を混和することにより、土 壌 から作物 への窒素供給量や

時期が従来 と変化する可能性があることから、施 肥管理がしやすい  

基肥 +穂肥の分施体系が望ましい。  

( 3 )  交換性カリについては、流入土砂の分析値が作土 と同程度のため、

通常の基準量を施用する。  
問 合 先 ： 生 物 資 源 グ ル ー プ  T E L  0 7 6- 2 5 7 - 6 9 1 1  

担 当 者 ： 宮 下 博 行 ・ 小 川 瑛 里 奈  

図 2 流入土砂と作土の 
可給態リン酸 
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図 1 流入土砂と作土の 
可給態窒素 
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